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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】令和3年4月1日(2021.4.1)

【公表番号】特表2020-527640(P2020-527640A)
【公表日】令和2年9月10日(2020.9.10)
【年通号数】公開・登録公報2020-037
【出願番号】特願2020-502651(P2020-502651)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  18/10     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  18/38     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  18/65     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  18/48     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  18/72     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  75/08     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/013    (2018.01)
   Ｃ０９Ｊ 175/04     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ 175/08     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 175/04     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 175/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ   18/10     　　　　
   Ｃ０８Ｇ   18/38     ０９３　
   Ｃ０８Ｇ   18/65     　　　　
   Ｃ０８Ｇ   18/48     　　　　
   Ｃ０８Ｇ   18/72     　　　　
   Ｃ０８Ｌ   75/08     　　　　
   Ｃ０８Ｋ    5/00     　　　　
   Ｃ０８Ｋ    3/013    　　　　
   Ｃ０９Ｊ  175/04     　　　　
   Ｃ０９Ｊ  175/08     　　　　
   Ｃ０９Ｄ  175/04     　　　　
   Ｃ０９Ｄ  175/08     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和3年2月12日(2021.2.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明は、
　ａ）１０００～５０，０００ｇ／ｍｏｌの数平均分子量を有する少なくとも１つのポリ
オール；
　ｂ）少なくとも１つのポリイソシアネート、好ましくはジイソシアネート；および
　ｃ）一般式（Ｉ）
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【化１】

［式中、Ｒ１は水素であり；
Ｒ２およびＲ３は同一または異なっており、互いに独立して、少なくとも１つのヘテロ原
子によって分断されていてもよい直鎖または分岐の、置換または非置換のＣ１－Ｃ２０ア
ルキルまたはＣ６－Ｃ１８アリール残基から選択され；
Ｒ４は、少なくとも１つのヘテロ原子によって分断されていてもよい直鎖または分岐の、
置換または非置換のＣ１－Ｃ２０アルキレン残基から選択され；
Ｒ５およびＲ６は同一または異なっており、互いに独立して、水素、少なくとも１つのヘ
テロ原子によって分断されていてもよい直鎖または分岐の、置換または非置換のＣ１－Ｃ

２０アルキルまたはＣ６－Ｃ１８アリール、およびＣ４－Ｃ８シクロアルキルからなる群
から選択されるか、Ｒ５およびＲ６は環、好ましくは４～８員のアルキル環、より好まし
くは５または６員のアルキル環を形成していてもよい；および
ｎは０、１または２、好ましくは２である］
で示される、少なくとも１つのケイ素含有複素環
を反応させることにより得られるシリル化ポリウレタンを提供する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　第１の態様において、本発明は、
　ａ）１０００～５０，０００ｇ／ｍｏｌの数平均分子量を有する少なくとも１つのポリ
オール；
　ｂ）少なくとも１つのポリイソシアネート、好ましくはジイソシアネート；および
　ｃ）一般式（Ｉ）
【化２】

［式中、Ｒ１は水素であり；
Ｒ２およびＲ３は同一または異なっており、互いに独立して、少なくとも１つのヘテロ原
子によって分断されていてもよい直鎖または分岐の、置換または非置換のＣ１－Ｃ２０ア
ルキルまたはＣ６－Ｃ１８アリール残基から選択され；
Ｒ４は、少なくとも１つのヘテロ原子によって分断されていてもよい直鎖または分岐の、
置換または非置換のＣ１－Ｃ２０アルキレン残基から選択され；
Ｒ５およびＲ６は同一または異なっており、互いに独立して、水素、少なくとも１つのヘ
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テロ原子によって分断されていてもよい直鎖または分岐の、置換または非置換のＣ１－Ｃ

２０アルキルまたはＣ６－Ｃ１８アリール、およびＣ４－Ｃ８シクロアルキルからなる群
から選択されるか、Ｒ５およびＲ６は環、好ましくは４～８員のアルキル環、より好まし
くは５または６員のアルキル環を形成していてもよい；および
ｎは０、１または２、好ましくは２である］
で示される少なくとも１つのケイ素含有複素環
を反応させることにより得られるシリル化ポリウレタンを提供する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
　一般式（Ｉ）

【化３】

において、Ｒ１は水素であり；Ｒ２およびＲ３は同一または異なっており、互いに独立し
て、少なくとも１つのヘテロ原子によって分断されていてもよい直鎖または分岐の、置換
または非置換のＣ１－Ｃ２０アルキルまたはＣ６－Ｃ１８アリール残基から選択され、好
ましくはＣ１－Ｃ８アルキル残基から選択され、より好ましくはメチル、エチル、または
プロピル残基から選択され；Ｒ４は少なくとも１つのヘテロ原子によって分断されていて
もよい直鎖または分岐の、置換または非置換のＣ１－Ｃ２０アルキレン残基から選択され
、好ましくはＣ１－Ｃ８アルキレンであり、より好ましくはメチレン、エチレン、１，３
－プロピレン、２－メチル－１，３－プロピレン、または１，４－ブチレン残基であり、
最も好ましくはメチレンまたは１，３－プロピレン残基であり、特に１，３－プロピレン
残基であり；Ｒ５およびＲ６は同一または異なっており、互いに独立して、水素、少なく
とも１つのヘテロ原子によって分断されていてもよい直鎖または分岐の、置換または非置
換のＣ１－Ｃ２０アルキルまたはＣ６－Ｃ１８アリール、好ましくはＣ１－Ｃ８アルキル
残基またはフェニル残基、およびＣ４－Ｃ８シクロアルキル基からなる群から選択される
か、Ｒ５およびＲ６は環、好ましくは４～８員のアルキル環、より好ましくは５または６
員のアルキル環を形成していてもよく；および、ｎは０、１または２、好ましくは２であ
る。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４６】
　本発明において使用するための一般式（Ｉ）で示される好ましいケイ素含有複素環は、
以下からなる群から選択される：
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【化４】

【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２０】

【表１】

【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２４
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２４】
【表２】
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